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1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 58,576 △8.6 1,907 △38.3 1,694 △41.7 1,138 △40.6

2020年3月期第2四半期 64,065 6.4 3,090 45.7 2,906 25.0 1,914 8.3

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　990百万円 （△40.3％） 2020年3月期第2四半期　　1,659百万円 （△18.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 59.49 ―

2020年3月期第2四半期 99.60 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 118,953 39,504 33.2

2020年3月期 121,804 39,473 32.4

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 39,496百万円 2020年3月期 39,465百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― ― ― 50.00 50.00

2021年3月期 ― ―

2021年3月期（予想） ― 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 133,000 △1.4 5,800 △26.1 5,200 △29.6 3,300 △35.4 172.47

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） ― 、 除外 ― 社 （社名） ―

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 19,310,436 株 2020年3月期 19,310,436 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 175,936 株 2020年3月期 178,203 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 19,133,345 株 2020年3月期2Q 19,222,014 株

（注）期末自己株式数及び当第２四半期における期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（ＢＢＴ）にかかる信託口が保有する

当社株式が含まれております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】

P.2「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



（参考）個別業績の概要

(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期第２四半期の個別業績（2020年４月１日～2020年９月30日）

（１）個別経営成績（累計） (％表示は、対前年同四半期増減率)
　

売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第２四半期 53,668 △8.6 1,807 △41.5 1,564 △46.6 1,051 △46.1

2020年３月期第２四半期 58,692 1.1 3,090 46.2 2,932 44.9 1,949 21.3

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第２四半期 54. 94 ―

2020年３月期第２四半期 101. 44 ―

　

（２）個別財政状態
　

総 資 産 純 資 産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年３月期第２四半期 109,575 38,649 35.3

2020年３月期 112,377 38,743 34.5
　
（参考） 自己資本 2021年３月期第２四半期 38,649百万円 2020年３月期 38,743百万円

２．2021年３月期の個別業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

（％表示は、対前期増減率）
　

売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 122,000 △1.2 5,200 △28.5 4,700 △32.6 3,000 △37.8 156. 79
　
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言が解除され徐々

に経済活動が再開されたものの、感染者数が再び増加に転じる等、新型コロナウイルス感染症の終息までの見通

しは立っておらず、今後の経済への影響についての予測が困難な状況が続いております。国内建設市場におきま

しても、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による民間投資マインドの低下が引き続き見られ、先行き厳しい

見通しとなっております。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は585億円（前年同四半

期連結累計期間比8.6％減）、営業利益は19億円（前年同四半期連結累計期間比38.3％減）、経常利益は16億円

（前年同四半期連結累計期間比41.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は11億円（前年同四半期連結累

計期間比40.6％減）となりました。

なお、当社グループの売上高は、下半期、特に第４四半期連結会計期間に集中する傾向があることから、業績

に季節的変動があります。

　

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末に対し、資産は開発事業等支出金等、有形固定

資産の増加等並びに現金預金、流動資産その他の減少等により28億円の減少、負債は借入金の純増等並びに支払

手形・工事未払金等、預り金及び流動負債その他の減少等により28億円の減少、純資産は親会社株主に帰属する

四半期純利益の計上及び2020年３月期株式配当金の支払い等により31百万円の増加となり、総資産は1,189億円と

なりました。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末に対し0.8ポイント増加し、33.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年３月期通期の業績予想につきましては、2020年５月15日公表予想値の範囲内にあると判断しており、当

該予想値に変更はありません。

今後、修正の必要性が生じた場合は、適時かつ適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 23,245 21,023

受取手形・完成工事未収入金等 56,007 55,239

有価証券 1,512 1,512

販売用不動産 1,537 920

未成工事支出金等 1,600 2,005

開発事業等支出金等 4,537 5,686

その他 8,943 6,834

貸倒引当金 △5 △3

流動資産合計 97,379 93,218

固定資産

有形固定資産 17,845 18,900

無形固定資産 878 857

投資その他の資産

その他 5,900 6,177

貸倒引当金 △200 △200

投資その他の資産合計 5,699 5,976

固定資産合計 24,424 25,735

資産合計 121,804 118,953
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 31,804 25,684

短期借入金 16,656 14,615

未成工事受入金 5,342 4,422

預り金 19,447 15,872

完成工事補償引当金 248 252

工事損失引当金 339 308

その他 4,507 2,794

流動負債合計 78,346 63,950

固定負債

長期借入金 3,241 14,815

役員株式給付引当金 14 17

役員退職慰労引当金 55 57

退職給付に係る負債 130 79

その他 542 528

固定負債合計 3,984 15,498

負債合計 82,330 79,449

純資産の部

株主資本

資本金 5,519 5,519

資本剰余金 6,240 6,238

利益剰余金 27,864 28,040

自己株式 △579 △575

株主資本合計 39,044 39,223

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 735 551

為替換算調整勘定 3 0

退職給付に係る調整累計額 △318 △278

その他の包括利益累計額合計 420 273

非支配株主持分 7 7

純資産合計 39,473 39,504

負債純資産合計 121,804 118,953
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高

完成工事高 60,421 55,027

開発事業等売上高 3,643 3,549

売上高合計 64,065 58,576

売上原価

完成工事原価 53,727 49,716

開発事業等売上原価 2,972 3,093

売上原価合計 56,700 52,810

売上総利益

完成工事総利益 6,694 5,310

開発事業等総利益 670 455

売上総利益合計 7,365 5,766

販売費及び一般管理費 4,274 3,859

営業利益 3,090 1,907

営業外収益

雇用調整助成金 - 50

その他 41 78

営業外収益合計 41 129

営業外費用

支払利息 111 120

シンジケートローン手数料 39 149

その他 75 72

営業外費用合計 225 341

経常利益 2,906 1,694

特別利益

退職給付制度終了益 48 -

その他 3 -

特別利益合計 51 -

特別損失

固定資産売却損 - 5

投資有価証券評価損 8 -

その他 0 1

特別損失合計 9 6

税金等調整前四半期純利益 2,948 1,688

法人税、住民税及び事業税 556 545

法人税等調整額 477 4

法人税等合計 1,033 550

四半期純利益 1,914 1,138

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,914 1,138
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 1,914 1,138

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △241 △184

為替換算調整勘定 △1 △3

退職給付に係る調整額 △12 40

その他の包括利益合計 △255 △147

四半期包括利益 1,659 990

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,659 990

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．補足情報

（１）個別受注実績
（単位：百万円）

区 分

前第２四半期累計期間

(自 2019年４月１日

　至 2019年９月30日)

当第２四半期累計期間

(自 2020年４月１日

　至 2020年９月30日)

比較増減 増減率

建
設
事
業

土
木

国内官公庁 21,458 ( 37.5%) 18,136 ( 39.8%) △ 3,321 △ 15.5%

国内民間 9,030 ( 15.8%) 5,111 ( 11.2%) △ 3,918 △ 43.4%

海 外 3,660 ( 6.4%) 2,606 ( 5.7%) △ 1,053 △ 28.8%

計 34,148 ( 59.7%) 25,854 ( 56.7%) △ 8,294 △ 24.3%

建
築

国内官公庁 4,958 ( 8.7%) 8,183 ( 18.0%) 3,225 65.1%

国内民間 12,561 ( 21.9%) 9,750 ( 21.4%) △ 2,810 △ 22.4%

海 外 5,044 ( 8.8%) 1,268 ( 2.8%) △ 3,776 △ 74.9%

計 22,563 ( 39.4%) 19,202 ( 42.2%) △ 3,361 △ 14.9%

合
計

国内官公庁 26,416 ( 46.2%) 26,320 ( 57.8%) △ 96 △ 0.4%

国内民間 21,591 ( 37.7%) 14,861 ( 32.6%) △ 6,729 △ 31.2%

海 外 8,704 ( 15.2%) 3,874 ( 8.5%) △ 4,829 △ 55.5%

計 56,712 ( 99.1%) 45,056 ( 98.9%) △11,655 △ 20.6%

開発事業等 509 ( 0.9%) 492 ( 1.1%) △ 17 △ 3.3%

合計 57,221 ( 100.0%) 45,548 ( 100.0%) △11,672 △ 20.4%

(注) （ ）内の％表示は、構成比率を示している。

（２）個別受注予想
（単位：百万円）

区 分
2020年３月期
通期実績

2021年３月期
通期予想

比較増減 増減率

建
設
事
業

土木 57,987 74,000 16,012 27.6%

建築 47,749 50,000 2,250 4.7%

計 105,736 124,000 18,263 17.3%

開発事業等 983 1,000 16 1.7%

合計 106,720 125,000 18,279 17.1%

　

［個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報］

当第２四半期累計期間の個別受注実績につきましては、土木事業は、前年同四半期累計期間比で24.3％減の258億

円となりました。建築事業は、前年同四半期累計期間比で14.9％減の192億円となりました。

なお、通期の個別受注予想につきましては、第２四半期累計期間の実績に今後の案件状況を慎重に検討した結果、

期首の予想を据え置くことといたしました。


